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国
文
白
百
合
投
稿
規
定

一

、
本
誌
へ
の
投
稿
資
格
は
、
白
百
合
女
子

　

大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
採
否
に
は
、
本
誌
編
集
委

　

員
会
が
あ
た
り
ま
す
。

一
、

投
稿
論
文
の
枚
数

は
、
四
百
字
詰
原
稿

　

用
紙
三
十
枚
を
原
則
と
し
ま
す
。

　

投
稿
論
文
の
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

、
投
稿
論
文
は
、
正
副
合
わ
せ
て
二
部
お

　

送
り
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）
。

一

、
本
誌
四
十
七
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月

　

刊
行
予
定
）
の
投
稿
締
切
は
、
平
成
二

　

十
七
年
九
月
二
十
五
日
で
す
。

一

、
投
稿
論
文
の
送
付
先
は
、
白
百
合
女
子

　

大
学
国
語
国
文
学
科
研
究
室
で
す
。

編

集
後
記

　
「
国
文
白
百
合
」
4
6
号
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
本
号
も
、
会
員
の
方
々
の
日
々
の
研
鎖
の
成

果
を
多
く
掲
載
で
き
て
、
学
術
雑
誌
と
し
て
充

実
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
定
年
退
職
な
さ
っ
た
鈴
木
英
夫
先
生
か
ら
ご

論
文
を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
巻
頭

論
文
と
い
た
し
ま
し
た
。
専
任
教
員
以
外
で
は
、

卒
業
生
佐
藤
ゆ
か
り
さ
ん
と
山
崎
恵
さ
ん
か
ら
、

ご

論
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

大
学
院
生

の
、
浅
見
歩
惟
さ
ん
、
呉
志
寧
さ
ん
、

村
上
茉
以
さ
ん
、
毛
莉
さ
ん
の
こ
論
文
も
掲
載

で

き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
非
常
勤
講
師
の
安

冨
順
先
生
か
ら
、
鶴
見
誠
先
生
ご
寄
贈
の
貴
重

書
・
準
貴
重
書
の
目
録
の
続
き
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
前
号
の
編
集
後
記
で
も
書
き
ま
し
た
が
、

「
国
文
白
百
合
」
は
、
白
百
合
女
子
大
学
国
語

国
文
学
会
の
全
会
員
に
開
か
れ
た
雑
誌
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
方
々
の
研
鐙
の
成
果
を

発
表
で
き
る
誌
面
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
本
学
の
建
学
5
0
周
年
に
あ
た
る
年

で

す
。
七
月
四
日
（
土
曜
日
）
に
は
、
記
念
式

典
や
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
卒
業
生

を
お
迎
え
し
て
、
心
に
残
る
集
い
の
場
に
し
た

い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
室
城
秀
之
）

『国
文
白
百
合
』
　
4
6
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
売
品

平
成
二
十
七
年
三
月
十
五
日
　
発
行

〒
一
八
ニ
ー
八
五
二
五

東
京
都
調
布
市
緑
ヶ
丘
一
ー
二
五

　
白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
内

編
　
集

　
　
　

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

発
　
行

（電
）
〇
三
－
三
三
二
六
ー
五
〇
五
〇
（
代
表
）
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